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熊本保健科学大学

西里校区の井芹川流域大清
掃が10日（日）に実施され、
本学からも学生、教職員計45
人が参加しました。毎年、地
域を挙げて実施している活動
で、今年で通算28回目。本学
は13回目の参加となります。
午前７時50分に１号館玄関

前に集合した本学参加者は、
軍手や鎌などを受け取り、作
業を開始。大学の敷地に面し
た川沿いの道路の柵に絡まっ
たツタをほどいたり、路上の
草を刈り取ったり、地域の
方々が草刈り機で刈った草を
トラックに積み込んだりしま
した。
また、西里まちづくり委員

会からの依頼で花壇に花の苗
も植えました。作業は1時間
ほどで終了し、参加者には大
学から心ばかりの品が渡され
ました。（総務課）
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地域への感謝の気持ち込め…汗だくになって雑草の除
去作業をする学生たち
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約１時間の作業で集まった雑草やごみ



熊本県立高校の体育系コースの生徒たちが10月下旬、
相次いで来学し、アリーナに設置された最新鋭の機器
などを用いて運動能力や筋力測定を体験するなど、ス
ポーツ科学の実際を学びました。

10月25日（金）は鹿本高校スポーツ健康科学コース
の２年生30人が、10mスプリントのタイム、加速度セン
サーを使った跳躍高、大腿四頭筋とハムストリングス
の筋力などを測定しました。測定後は、「10mスプリン
トの時間を速くするには（測定した）どの項目が関係
しているのか」というテーマの下、各計測項目のデー
タを基にしたグラフや計算を用いて議論していました。
同28日（月）には、熊本西高校普通科体育コースの

１年生約30人も来訪。バイオデックスを用いた筋力測
定や跳躍高などの測定を行った後、各測定結果を使っ
た個人間の比較の方法を学んだり、評価をめぐる議論
を経験したりしました。
両校とも部活動に所属している生徒が多く、競技力

の向上や自分自身の能力に興味や関心を日頃から持っ
ているため、測定方法などもすぐ覚え、実践している
姿が見られました。（健康・スポーツ教育研究セン
ター）

健康・スポーツ教育研究センター（健・スポセン
ター）の２年間の歩みを総括し、今後を語り合うシ
ンポジウムが１日（金）、50周年記念館であり、出
席者が活発な意見交換を行いました。
「スポーツ科学の現況と未来について」と題した
同シンポは、順天堂大学スポートロジーセンターの
河盛隆造センター長をゲストに招き、同大学との合
同開催となりました。全体を２セッションに分け、
第１セッションでは、松原誠仁教授（健・スポセン
ター副センター長）が2022（令和４）年にスタート
したセンターの概要と歩みを紹介。松原慶吾准教授
が高校生と大学生が介入の主体となっている「阿蘇
プロジェクト」、久保下亮准教授がアスリートの競
技力向上と学生の教育というダブルセッションに関
する取り組み、本田啓太講師がパフォーマンスの可
視化によるトレーニングの最適化の試みについてそ
れぞれの成果を披露しました。

健・スポセンターの荒木栄一センター長を座長と
した第２セッションでは、冒頭、河盛氏が
「sportologyって何？―順天堂大学スポートロジー
センターが目指すこと」と題して講演しました。ス
ポートロジーとは、単なる“スポーツ医科学”では
なく、身体活動をキーワードとして関連するさまざ
まな専門分野の深化と統合を目指す新たな学問領域
のことです。糖尿病研究の権威でもある河盛氏は、
主にインスリンの作用メカニズムに関する長年の研
究の中で、運動の大切さにも着目。講演では、さま
ざまな科学的な手法を用いながら、「健康」「運
動」をキーワードに、少子化対策などの社会問題も
視野に入れたスポートロジーセンターの考え方や取
り組みについて話しました。
引き続き行われたパネルディスカッションでは、

本学側発表者に河盛氏を交えた６人が登壇し、活発
な意見交換を行いました。（NL編集部）

講演する順天堂大学スポートロ
ジーセンターの河盛センター長
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順大スポートロジーセンターと合同シンポ

未来見据え ２年間の歩み総括



銀杏アラカルト

■フードパルフェスタ2024に参加 ３日（日）～４
日（月）、フードパル熊本で開催された「フードパル
フェスタ2024」に、今年も本学が参加しました。本学
は健康チェックコーナーを担当し、リハビリテーショ
ン学科の教員と学生が体成分・骨密度の測定を行いま
した。２日間で240人が訪れ、測定後のアドバイスを
熱心に聞いていました。中には「毎年楽しみにしてい
る」、「自分の身体について知るいい機会だった」な
どと声をかけてくれる来訪者もいました。当日は天候
にも恵まれ、フリーマーケットやステージイベントな
どの催しにたくさんの人たちが訪れていました。（地
域連携委員会事務局）

■健康フェアで住民の健康チェック 「ふれあ
いフェスタinほくぶ」が10月26日（土）、熊本市
北区の北部体育館・北部武道館で開催され、本学
の学生たちも参加しました。本学は例年、北区保
健こども課、ささえりあ北部と共同で“健康フェ
ア”を担当しています。この日は、医学検査学科、
看護学科の学生計17人が、地域の人たちの健康
チェック（血圧測定、体成分測定、骨密度測定）
を行いました。105人が測定に訪れ、各測定コー
ナーでは学生と地域の人たちが身体の調子などに
ついて和やかに話をする姿が見られました。（地
域連携委員会事務局）
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週間行事予定（11月18日～11月25日）

11/18（月） 定期健康診断

11/21（木） 学内インフルエンザ予防接種

11/23（土） 西里校区グラウンドゴルフ大会


